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医療体制構築等に関する取組等（二戸保健医療圏） 

岩手県保健医療計画（2024-2029）の進捗評価 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

医療と介護の総

合的な確保の推

進 

（医療と介護の総合的な確保の推進が求められている背

景） 

○ 二戸圏域の人口推計では、高齢者層の一部の年代におい

て人口が微増する時期があるものの、その後は減少に転

じ、むしろ高齢者を支える 65歳未満の年齢層の割合の減

少、高齢者層の割合の増加が地域の課題になると見込ま

れています。 

 〔二戸圏域の人口及び高齢者人口（介護保険第１号被保険

者）の推移〕 

・ 令和５年(2023)年の二戸圏域の総人口は 47,259 人（令

和５年(2023)年 10月 1 日現在）であり、うち第１号被保

険者数（65 歳以上）は 19,990 人（42.3％）を占めてい

る。 

・ 令和７(2025)年には、総人口 45,557 人、第１号被保険

者数 19,965 人（43.8％）（推計） 

・ 令和 12(2030)年には、総人口 41,017 人、第１号被保険

者数 18,929 人（46.1％）（推計） 

○ これらの変化等に対応するため、地域の限られた医療と

介護の資源を活用して効率的かつ質の高い医療提供体制

及び地域包括ケアシステムの深化・推進が必要であり、

そのために病床の機能分化と在宅医療を含めた医療と介

護の連携を進め、介護保険施設等の整備計画を勘案しな

がら、二戸圏域における医療と介護の総合的な確保を推

進する必要があります。 

（多職種の研修や住民に対する啓発の推進） 

○ 地域包括ケアシステムの深化・推進のために、多岐にわ

たる医療職と介護職（多職種）連携は不可欠です。限ら

れた人材で対応するため、在宅医療推進に係る多職種合

同の研修や研究を推進し、事前指示書などによる終末期

の対応への理解など住民に対する啓発をさらに進める必

要があります。 

（療養者情報共有化の推進） 

○ 限られた医療資源を有効活用するために、医療・福祉・

介護間での患者や利用者の情報共有化を図る必要があり

ます。 

（高齢者の口腔と摂食嚥下の機能維持・向上） 

○ 口腔機能の低下や誤嚥性肺炎の予防等のためには、在宅

療養者の適切な歯科受療が必要です。また、介護施設入

所者や在宅受診困難者のニーズに応えるため、在宅歯科

医療と介護の連携を確保、強化することが求められてい

ます。 

（認知症対策の推進） 

○ 圏域の認知症高齢者の数は、約 2,900 人（令和３(2021)

年３月 31 日現在）で、介護保険第１ 号被保険者に対す

（多職種連携の推進） 

○ 「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」及び

「在宅医療に必要な連携を担う拠点」を医療計画に位置

付け、多職種協働による包括的かつ継続的な在宅医療の

提供体制を整備します。 

 

 

 

 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

〇「在宅医療に必要な連携を担う拠点」としての取組 

・「岩手県保健医療計画（2024–2029）」において、当医療圏

における在宅医療に必要な連携を担う拠点として、当 NPO 法

人が位置付けられた 

・県医療政策室主催の「在宅医療に必要な連携を担う拠点の

情報交換会」に出席し、県内の各拠点の取組状況や課題、今

後の方向性について情報交換を行った 

○カシオペアＮＥＴフォーラム開催（2 回） 

・第 2 回カシオペアＮＥＴフォーラム（11/13） 

講演：ＩＣＴを活用した地域住民への地域包括ケアサービスの推進  

    講師：後藤弘樹氏（茨城県笠間市総務部長） 

活動報告：訪問歯科診療の紹介 

演者：森川伸彦氏（当ＮＰＯ法人理事） 

・第 3 回カシオペアＮＥＴフォーラム（2/13） 

講演：kintone をはじめとするＩＣＴを活用した情報共有 

    講師：西出真悟氏（福井県の医療法人ｵﾚﾝｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟｵﾚﾝｼﾞ

ﾎｰﾑｹｱｸﾘﾆｯｸ前副院長） 

活動報告:ＩＣＴツールを用いた地域における情報共有の実際  

演者：髙橋浩氏（当 NPO 法人理事長） 

○カシオペアＮＥＴ検討委員会及び包括支援部会の開催 

・地域の医療・介護・福祉・行政関係者による多職種連携を

強化するため、ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会を

開催し、課題の共有、意見交換及び情報共有を行った 

・カシオペアＮＥＴ検討委員会(3 回)、包括支援部会(1 回)開催  

○関係機関との連携、普及啓発等 

・歯科訪問診療の推進を目的に二戸歯科医師会と協議し、「歯

科訪問診療依頼書兼同意書」を作成・運用開始した。ｶｼｵﾍﾟ

ｱ NET 及びﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで様式を公開し、歯科訪問診療の周知と

関係者間の連携強化を図った 

・福岡高校ｶｼｵﾍﾟｱ講座「医療・看護ｺｰｽ」への講師派遣及び講

義を実施（6 講義 2 クール） 

・軽米町家族介護者教室（11/15） 

  「ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）について」 

   講師：金澤悟氏（当 NPO 法人理事） 

・九戸村家族介護者教室（3/21） 

  「ACP を取り巻く環境 ～2025 年問題～」 

   講師：金澤悟氏（当 NPO 法人理事） 

・各市町村及び関係機関が開催する会議等に出席し、活動内

容と目標を紹介することで、地域内における当 NPO 法人の

認知度向上と連携強化を図った 

○県医師会・県警察本部・県共催「医療 DX・ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ講演会」

(1/18)において、当 NPO 法人髙橋理事長が、ICT を活用した

先進的な医療・介護連携の取組について講演を行った 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

○「在宅医療に必要な連携を担う拠点」としての取組 

・当医療圏における在宅医療に必要な連携を担う拠点として位

置付けられたことを踏まえ、ICT を活用した地域包括ｹｱｼｽ

ﾃﾑの構築を推進するとともに、在宅医療提供体制の整備や関

係機関との連携による支援強化を継続して実施 

・県医療政策室の担当者と意見交換を実施し、当 NPO 法人の

活動内容、関係機関との連携状況、在宅医療に必要な連携

を担う拠点の取組状況、ｶｼｵﾍﾟｱ NET について説明を行うと

ともに、県の支援状況等の情報共有を行った 

・県医療政策室主催の「在宅医療に必要な連携を担う拠点研

修会」に出席し、各拠点の活動や課題把握等を行った 

○カシオペアＮＥＴフォーラム開催 

・医療・介護・福祉連携と在宅医療及び終末期医療の重要性につ

いて理解を深めるため、ｶｼｵﾍﾟｱ NET ﾌｫｰﾗﾑを継続的に開催 

・第 4 回カシオペアＮＥＴフォーラム開催（12/19） 

活動報告：「『ｶｼｵﾍﾟｱ NET』ｼｽﾃﾑ、ﾌｧｰｽﾄﾌｪｰｽﾞの構築内容について」 

※これまで多職種の方々と検討し発展構築を重ねてきたｱﾌﾟﾘを発表 

講演：多職種連携はもう古い ～新しいステージへ～ 

   講師：大友宣氏（医療法人財団老蘇会静明館診療所理事（医師））  

○カシオペアＮＥＴ検討委員会及び包括支援部会の開催 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会を継続的に開催

し、ICT を活用した円滑な情報共有を推進するとともに、

地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの構築、多職種協働による切れ目のない在

宅医療提供体制及び多職種連携体制の強化を図る 

○関係機関との連携、普及啓発等 

・福岡高校ｶｼｵﾍﾟｱ講座「医療・看護ｺｰｽ」の講師選定及び調

整、各講座に立会内容報告を実施(6 講義 2 ｸｰﾙ) 

・岩手県立大学看護学部岡田教授主催の久慈医療圏の医療・

介護連携を深める看護職座談会出席（10/18） 

・東北 7 県医療連携実務者協議会「医療 DX における地域連

携」出席（11/8） 

・一戸町在宅医療推進会議事務局会議出席 

・一戸町在宅医療セミナーの共催 

・カシオペア権利擁護支援センター主催研修会（12/5） 

「ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞの基本～自己決定を尊重する支

援のﾎﾟｲﾝﾄ～」 講師：金澤悟氏（当 NPO 法人理事） 

・軽米町医療福祉連絡会議出席（12/10） 

・介護事業所セミナー出席予定（1/28） 

○一関市医師会主催「地域医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸ研修会」(9/11)に

おいて、当 NPO 法人髙橋理事長が、ｶｼｵﾍﾟｱ地域における ICT

ｼｽﾃﾑを活用した医療、介護及び福祉の連携を図る活動につ

いて講演を行った 
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圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

る割合は約 14％を占め、今後も増加することが予測され

ることから、支援を強化する必要があります。 

（地域医療構想の達成に向けて） 

○ 圏域は、盛岡地域や八戸市など県外に流出している患者

が多いことなどにより、介護施設・在宅医療等の追加的

需要が多くなっています。将来的にこの追加的需要の受

け皿を確保する必要があります。 

 

【二戸病院】 

・二戸市における医療的ケア児への対応会議の定期開催（12,2 月） 

【軽米病院】 

・軽米町地域ケア個別会議への参加・・・隔月 

・軽米町保健医療福祉連絡会議への参加・・・隔月 

・カシオペア NET への出席  

・軽米町と連携して家族介護教室 ２回 

【一戸病院】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療・介護支援ｾﾝﾀｰ主催の会議、ｾﾐﾅｰへの出席 

 

【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修事業の実施（2/13） 

講演：『kintone をはじめとする ICT を活用した情報共有』 

講師：医療法人ｵﾚﾝｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ｵﾚﾝｼﾞﾎｰﾑｹｱｸﾘﾆｯｸ 前副院長 西出真悟氏  

【二戸歯科医師会】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰへの参加 

【二戸薬剤師会】 

〇介護支援専門員協議会との連携 

・軽米町において、ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬ研修会開催時に「服薬支援ﾛﾎﾞ」

の展示説明を行い、独居者への服薬支援のﾂｰﾙとして紹介した  

〇カシオペア医療介護支援センターとの連携 

・ﾀｰﾐﾅﾙｹｱへの参画のため、ﾌｫｰﾗﾑや諸会議、説明会に参加 

・ｶｼｵﾍﾟｱ権利擁護支援ｾﾝﾀｰにおいて、権利擁護を行う方々へ

ACP へのかかわりについて講演（12/5） 

【岩手県看護協会二戸支部】 

・精神科看護研修の実施 

  講演：「コミュニケーション・心のケア」 

  講師：佐藤宣子氏 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

〇 ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の研修会等の参加 

【二戸市】 

〇 ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会への参画 

 

【軽米町】 

・岩手県医師会開催 ACP ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座 2 名受講  

・保健医療福祉連絡会の実施 年６回（地域包括ｹｱｼｽﾃﾑに関

すること、ACP に関すること、意見交換等） 

・家族介護者教室の開催 年２回 

【九戸村】 

・地域ｹｱ個別会議に九戸地域診療ｾﾝﾀｰから出席を頂き、多職

種連携でｹｰｽ支援実施 

・ACP に関する講演会の開催 

【二戸病院】 

・二戸市における医療的ケア児への対応会議の定期開催(7，2 月) 

【軽米病院】 

・軽米町地域ケア個別会議への参加・・・隔月 

・軽米町保健医療福祉連絡会議への参加・・・隔月 

・カシオペアＮＥＴへの出席  

・軽米町と連携して家族介護教室 ２回 

【一戸病院】 

・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝいちのへ開設 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療・介護支援ｾﾝﾀｰ主催の会議、ｾﾐﾅｰへの出席 

【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修事業の実施（12/19） 

講演：『多職種連携はもう古い～新しいステージへ～』 

講師：医療法人財団老会 静明館診療所 理事 大友宣 氏 

【二戸歯科医師会】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰへの参加 

【二戸薬剤師会】 

〇介護支援専門員協議会との連携 

・ｹｱﾏﾈ協会との連携を継続 

〇カシオペア医療介護支援センター 

・NPO が開催する研修会や説明会に参加 

・4 市町村の組織団体からの ACP に関しても研修会依頼に応需  

 

 

【岩手県看護協会二戸支部】 

・精神科看護研修の実施 

  講演：「地域で取り組む自殺予防」 

  講師：星山千晶氏 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

〇 ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の研修会等の参加 

【二戸市】 

〇 ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会への参画 

〇 ｶｼｵﾍﾟｱ NET 医療介護連携ﾂｰﾙ作成への参画 

【軽米町】 

・医療介護連携研修会に参加 

・保健医療福祉連絡会の実施 年６回（地域包括ｹｱｼｽﾃﾑに関

すること、意見交換等） 

・家族介護者教室の開催 年２回 

【九戸村】 

・地域ｹｱ個別会議に九戸地域診療ｾﾝﾀｰから出席を頂き、多職

種連携でｹｰｽ支援実施 

・ACP に関する講演会の開催 
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【一戸町】 

・多職連携強化のため、一戸町地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ検討委員会及

び一戸町在宅医療推進会議の実施（７回） 

・介護支援専門員の他、医師、薬剤師、理学療法士、栄養士、

歯科衛生士、社会福祉士等が参加したｹｱ会議を実施(10 回） 

【一戸町】 

・多連携強化のため、一戸町地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ検討委員会及び

一戸町在宅医療推進会議の実施 

・介護支援専門員の他、医師、薬剤師、理学療法士、栄養士、

歯科衛生士、社会福祉士等が参加したｹｱ会議を実施 

（療養者情報の共有化システムの普及促進） 

○ 入退院時に医療機関や介護保険施設等が療養者情報を

事前に把握することにより、医療機関から施設等への退

院調整や施設等から医療機関への入院時の対応などを

効率的、効果的に行うため構築した情報共有化システム

の普及促進を進めていきます。 

 

 

 

 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

〇「カシオペアＮＥＴ」の構築・運用、普及促進 

・ICT を活用したｶｼｵﾍﾟｱ NET の利用について各関係機関に働

きかけ、情報共有や意見交換を目的とした合同ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ等で

の活用を促進した。また、関係機関からの案内・情報共有の

手段としても活用し、地域内の医療・介護・福祉・行政関係

者間における迅速な情報共有を支援した。 

・在宅療養と在宅介護の連携強化を図り、医療介護連携支援

の充実につなげるため、患者・利用者の情報を地域包括支援

ｾﾝﾀｰや介護事業所等が情報を共有できる仕組みの構築を進めた。 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会を通じて、より効

率的かつ効果的なｼｽﾃﾑ整備を推進するとともに、参加施設の

拡大と普及促進に取り組んだ。 

〇ヒアリング及びアンケート調査の実施（12 件） 

・ｼｽﾃﾑの構築にあたり、各事業所の現状及び要望等のﾋｱﾘﾝｸﾞ

及びｱﾝｹｰﾄ調査を実施した。 

【一般社団法人二戸医師会】 

・NPO 法人カシオペア医療介護支援センターとの連携 

【二戸歯科医師会】 

・二戸、一戸、軽米病院における歯科ﾗｳﾝﾄﾞ参加 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ連携情報共有ｼｰﾄの活用 

【二戸市】 

〇 ICT を活用した情報共有化ｼｽﾃﾑの構築を行う NPO 法人「ｶｼｵ

ﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ」の運営支援 

〇 二戸市ｹｱ会議介護保険部会多種連携連絡会議を開催し、情

報の共有を図る 

【軽米町】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催のｶｼｵﾍﾟｱ NET 構築検討会（包

括支援部会）に出席し意見交換を行った 

【九戸村】 

・軽米病院との在宅医療介護連絡会（隔月１回その他随時）

にて、通院・入院患者の情報を共有 

・九戸地域診療ｾﾝﾀｰとの情報共有 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の会議・研修会への参加 

【一戸町】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ講師の「ICT を活用した地域包括ｹ

ｱｼｽﾃﾑについて」研修会を開催（47 名参加） 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

○「カシオペアＮＥＴ」の構築・運用、普及促進 

・関係機関に対してｶｼｵﾍﾟｱ NET の利用促進を図るとともに、

これまで訪問診療・訪問看護に特化していたｶｼｵﾍﾟｱ NET を

発展させ、地域包括ｹｱｼｽﾃﾑに対応したより効果的・効率的

なｼｽﾃﾑの構築を進める。また、介護認定審査に係る連携支

援として、主治医意見書等の共有に向け、二戸市の行政担

当者、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、介護施設関係者等との打ち合わせや

ﾃﾞﾓ説明会を実施し、関連ｱﾌﾟﾘの開発及び検討を進めている。  

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会では、地域内の医

療・介護・福祉行政の多職種が、現状や将来を展望し地域

に根差した ICT を活用した「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ」の構築に向

けて共有及び協働してｼｽﾃﾑ構築作業を進めている。 

○操作説明会の実施 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET の稼働にあわせ、職種や事業所ごとにｶｼｵﾍﾟｱ

NET の使用方法や操作手順等についての説明会を実施する。 

【一般社団法人二戸医師会】 

・NPO 法人カシオペア医療介護支援センターとの連携 

【二戸歯科医師会】 

・二戸、一戸、軽米病院における歯科ﾗｳﾝﾄﾞ参加 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ連携情報共有ｼｰﾄの活用 

【二戸市】 

〇 ICT を活用した情報共有化ｼｽﾃﾑの構築を行う NPO 法人「ｶ

ｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ」の運営支援 

〇 二戸市ｹｱ会議介護保険部会多種連携連絡会議の開催によ

る情報共有 

【軽米町】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 構築検討会（包括支援部会）への参加、ｼｽﾃﾑ構

築に向け、意見収集や周知等協力を行う 

【九戸村】 

・軽米病院との在宅医療介護連絡会（隔月１回その他随時）

にて、通院・入院患者の情報を共有 

・九戸地域診療ｾﾝﾀｰとの情報共有 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の会議・研修会への参加 

【一戸町】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰを依頼し ICT を活用した地域包

括ｹｱｼｽﾃﾑについて研修会を開催 
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圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

・「地域のｻﾎﾟｰﾄを知ろう！介護と医療」をﾃｰﾏに一戸町在宅

医療ｾﾐﾅｰを開催。87 名参加 

・一戸町地域包括ｹｱ会議における情報共有（12 回） 

・一戸町在宅医療ｾﾐﾅｰ開催 

・一戸町地域包括ｹｱ会議における情報共有 年 12 回実施予定 

（地域支援事業） 

○ 「地域支援事業」により要支援者や要介護状態となる

おそれのある高齢者が、可能な限り地域において自立し

た生活を営むことができるよう支援します。 

 

 

 

 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

○地域の医療・介護資源の把握 

・ｶｼｵﾍﾟｱ地域における医療・介護・在宅療養に必要な支援資源を

把握するため、地域内の医療機関・介護事業所に関する情報を整理し、ｶ

ｼｵﾍﾟｱ NET 上で公開している施設窓口情報の更新を行った 

・ｶｼｵﾍﾟｱ地域の医療・介護・福祉ﾏｯﾌﾟの見直しに向け、必要

な情報収集を実施 

〇在宅医療・介護連携の課題抽出と対応策の検討、切れ目のな

い在宅医療・介護の提供体制の構築の推進 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会を設置し、多職種

による連携強化、課題の抽出、連携体制の充実を図った 

○会議・研修会での情報共有、普及啓発 

・関係機関が開催する会議等において、当 NPO 法人の活動内

容及びｶｼｵﾍﾟｱ NET について説明・情報共有を行うとともに、

ACP 及び在宅医療に関する出前講演を実施 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを随時更新し、ｾﾐﾅｰ案内や活動報告等を掲載した。

また、広報誌を 3 回発行し、活動状況等の周知を行った 

 

 

 

【二戸薬剤師会】 

・二戸市ケア会議出席（6,9,12 月） 

・各保険薬局に置いて、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ持参率向上運動を実施 

・各薬局において、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ｺﾛﾅｷｯﾄを管理、販売 

【二戸市】 

 ・緩和された基準による訪問型サービス A の実施 

 ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置、第 1 層、第 2 層協議体の運営 

【軽米町】 

・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1 名配置、第１層協議体会議の開催 年 4 回  

・認知症支援や地域づくりに係る研修会等へ参加 

・地域のﾆｰｽﾞに沿った生活支援ｻｰﾋﾞｽ等の立ち上げに係る後

方支援 

・普及啓発活動（広報誌の発行）年 1 回 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する研修会の開催（年 4 回）、視察研修、

買い物支援体験会の実施（年 1 回） 

・地域ｹｱ個別会議の開催 年６回 

【九戸村】 

・協議体会議の開催 

・拠点施設「ほずのいえ」を中心とした居場所づくり 

・生活支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「ご近所すけっ隊」活動支援 

 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

〇地域の医療・介護資源の把握 

・現在活用している「ｶｼｵﾍﾟｱ連邦介護・福祉ﾏｯﾌﾟ」及び「ｶ

ｼｵﾍﾟｱ連邦かかりつけ医ﾏｯﾌﾟ」について、内容の見直しと更

新を行う 

・医療・介護連携情報のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとなるｶｼｵﾍﾟｱ NET を活用

し、地域に必要な医療・介護資源の把握を進める。 

〇在宅医療・介護連携の課題抽出と対応策の検討、切れ目の

ない在宅医療・介護の提供体制の構築の推進 

・地域の医療・介護・福祉・行政関係者による協議の場とし

て、ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会及び包括支援部会における情報

交換・意見交換を継続して実施 

〇会議・研修会での情報共有、普及啓発 

・関係機関からの依頼に対応し、各種会議・研修会等におい

て情報共有や講演等を実施 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの随時更新及び地域連携に有用なﾃﾞｰﾀの掲載、加

えて定期的な広報発行により、活動状況やｼｽﾃﾑ構築状況の周

知を行う 

【一戸病院】 

・訪問看護の実施（訪問看護ステーションいちのへ） 

【二戸薬剤師会】 

・二戸市ｹｱ会議への参加 

・ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ持参率向上運動実施 

・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ｺﾛﾅｷｯﾄ販売の実施 

【二戸市】 

 ・緩和された基準による訪問型サービス A の実施 

 ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置、第 1 層、第 2 層協議体の運営 

【軽米町】 

・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 2 名配置、第１層協議体会議の開催 

・認知症支援や地域づくりに係る研修会等へ参加 

・地域のﾆｰｽﾞに沿った生活支援ｻｰﾋﾞｽ等の立ち上げに係る後

方支援 

・普及啓発活動（広報誌の発行） 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修会の開催 

・地域ｹｱ個別会議の開催 年６回 

 

【九戸村】 

・協議体会議の開催 

・拠点施設「ほずのいえ」を中心とした居場所づくり 

・生活支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「ご近所すけっ隊」活動支援 

・第２層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを新たに設置 
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【一戸町】 

・住民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ訪問型ｻｰﾋﾞｽ Bの実施(延 104 名利用） 

・住民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座の開催（４名受講） 

・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰや包括職員、NPO 等と連携し、通いの場

活動支援の実施 介護予防普及啓発事業：69 回延参加者 824

人、地域活動予防活動支援事業：144 回延参加者 1,344 人 

・地域ｹｱ個別会議の開催(10回） 

【二戸保健所】 

・歯科保健医療従事者研修会の開催 

【一戸町】 

・住民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ訪問型ｻｰﾋﾞｽ Bの実施 

・住民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座の開催（６名受講） 

・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰや包括職員、NPO 等と連携し、通いの

場活動支援の実施 

・地域ｹｱ個別会議の開催（10回予定） 

 

【二戸保健所】 

・歯科保健医療従事者研修会の開催 

（高齢者の口腔と摂食嚥下の機能維持・向上） 

○ 在宅や介護保険施設入所の高齢者への口腔ケアについ

ては、二戸歯科医師会による施設や市町村包括支援セン

ターの職員に対する研修や指導を実施し、施設のかかり

つけ歯科医師の導入などを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

【一戸病院】 ・歯科ラウンド実施（1 回/月） 

【二戸歯科医師会】 

○二戸地域歯科保健、医療、介護従事者研修会開催(10/17) 

・講演：「意思決定支援(ACP)と情報共有と NPO」 

「二戸訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝにおける口腔ｹｱの実際」 

・講師：髙橋浩氏、菊池英理子氏 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○高齢者施設出前研修の実施 

・講演：「摂食嚥下障害について」「誤嚥性肺炎予防について」  

・講師：荒田香奈子氏、向川公司氏 

【二戸市】 

○高齢者の口腔と摂食嚥下の機能維持・向上 

・歯科医師、歯科衛生士による歯科健診、口腔機能向上のた

めの講話及び口腔体操を市内のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用者に実施 

・66 歳、70 歳の節目年齢対象者に、歯科医院にて歯科健診・

保健指導を実施。また、口腔機能低下のおそれのある対象者に

対しては、歯科医師による摂食・嚥下機能向上のための指導を実施 

・高齢者の口腔と摂食嚥下の機能維持・向上のため、音楽療

法士や歯科衛生士による介護予防教室を各地区で実施 

○高齢者の食支援 

・介護予防教室や健康教室、出前講座等で低栄養予防に関す

る講話を実施 

・市内施設と連携を図るため、地域ｹｱ推進会議において市高

齢者事業について共有 

【軽米町】 

・介護予防教室、健康教室で生活習慣病予防・ﾌﾚｲﾙ予防およ

び、口腔ｹｱを含めたｵｰﾗﾙﾌﾚｲﾙ予防に関する講話を実施 

・口腔機能ﾊｲﾘｽｸ者に対し、改善のための個別保健指導を実施 

・歯科医療機関への受診勧奨を含め口腔機能向上事業を円滑

に実施するために、関係機関との検討会を開催 

【ＮＰＯ法人カシオペア医療介護支援センター】 

〇口腔ケア依頼書の作成と利用拡大にかかる広報 

・二戸歯科医師会が作成した在宅等で利用者の口腔ｹｱ支援

を歯科医師に依頼する「口腔ｹｱ依頼書」の円滑な運用につい

て、NPO 法人において利用の促進に向けてｶｼｵﾍﾟｱ NET 内での

情報提供や周知活動を展開 

【一戸病院】 ・歯科ラウンド実施（1 回/月） 

【二戸歯科医師会】 

○二戸地域歯科保健、医療、介護従事者研修会開催 

 

 

 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○高齢者看護研修の実施 

・講演：「誤嚥性肺炎予防、褥瘡予防」 

・講師：向川公司氏 

【二戸市】 

○高齢者の口腔と摂食嚥下の機能維持・向上 

・66 歳、70 歳の節目年齢の歯科健診・歯科保健指導の実施 

・口腔機能低下のおそれのある者に対し、口腔機能と摂食嚥

下の機能維持及び向上のための指導を実施 

・高齢者の質問票により、口腔機能が低下している可能性の

高い対象者へ、保健師、歯科衛生士が訪問を実施 

○高齢者の食支援 

・介護予防教室や健康教室、出前講座等で低栄養予防に関す

る講話を実施 

・市内施設と連携を図るため、地域ｹｱ推進会議において市高

齢者事業について共有 

 

 

【軽米町】 

・介護予防教室、健康教室で生活習慣病予防・ﾌﾚｲﾙ予防およ

び、口腔ｹｱを含めたｵｰﾗﾙﾌﾚｲﾙ予防に関する講話を実施 

・口腔機能ﾊｲﾘｽｸ者に対し、改善のための個別保健指導を実施  

・歯科医療機関への受診勧奨を含め口腔機能向上事業を円

滑に実施するために、関係機関との検討会を開催 
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【九戸村】 

・口腔機能向上教室「元気歯つらつ教室」を開催し、歯科医

師による講演と管理栄養士による「よく噛む食事」の試食提

供と講話を実施。 

・介護予防教室で口腔機能向上に関する保健師の講話 

 

 

【一戸町】 

・高齢期の歯科検診（76 歳）実施(29.4％受診） 

・地区の教室・サロンなどで、歯科衛生士からｵｰﾗﾙﾌﾚｲﾙ予防

教室を実施（25 回、延 258 人参加） 

・歯科衛生士による訪問活動について：実績は無いが、介護

支援専門員からの相談対応など行った 

【二戸保健所】 

・歯科保健医療従事者研修会の開催 

【九戸村】 

・村の管理栄養士と村内施設の管理栄養士が連携して介護

食に関する家族介護者教室を実施 

・口腔機能向上教室「元気歯つらつ教室」を開催し、歯科医

師による講演と管理栄養士による「よく噛む食事」の試食

提供と講話を実施 

・介護予防教室で口腔機能向上に関する保健師の講話 

【一戸町】 

・高齢期の歯科検診（76 歳）実施。 

・地区の教室・ｻﾛﾝなどで、歯科衛生士からｵｰﾗﾙﾌﾚｲﾙ予防教

室を実施。 

・歯科衛生士による訪問活動の実施 

 

【二戸保健所】 

・歯科保健医療従事者研修会の開催 

（認知症対策の推進） 

○ 認知症地域支援推進員や認知症サポーターにより、認

知症の人やその家族を支援します。また、認知症初期集

中支援チームの活動により、自分で医療機関を受診でき

ない認知症患者やその家族を支援します。 

【一戸病院】 

・｢認知症初期集中支援チーム｣の活動に参加 

・もの忘れ予防教室の実施（1 回/週） 

・もの忘れ外来の実施 

・重度認知症患者ﾃﾞｲｹｱ（わく夢）実施中 425 名参加 

・認知症ｾﾐﾅｰ、各種研修会 講師派遣（医師） 

・認知症医療ｾﾝﾀｰとして地域の認知症対策を包括的に支援 

 

【一般社団法人二戸医師会】 

〇かかりつけ医認知症対応力向上研修（11/7） 

「二戸地区認知症セミナー」の開催 

・講師：岩手県立一戸病院 理事 

       認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 小井田 潤一 氏 

     岩手医科大学医学部 内科学講座脳神経内科・老年化分野   

講師 石塚 直樹 氏 

【二戸薬剤師会】 

・必要に応じて、患者、家族、一戸病院認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ

と連携 

・二戸市健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙにおいて、「認知症」「物忘れ」など

の関連資材を来場者へ配布（10/19） 

【二戸市】 

・認知症地域支援推進員の配置 

・認知症ｶﾌｪの開催 

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑの設置 

・認知症を知り共に支える市民ｾﾐﾅｰの開催 

 ・認知症家族のつどい 

 ・ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄによる孫世代のための認知症講座開催 

 ・認知症ｹｱﾊﾟｽの周知・活用 

 

【一戸病院】 

・｢認知症初期集中支援チーム｣の活動に参加 

・もの忘れ予防教室の実施（1 回/週） 

・もの忘れ外来の実施 

・重度認知症患者ﾃﾞｲｹｱ(わく夢)実施中 

 260 名参加（11 月現在） 

・認知症ｾﾐﾅｰ、各種研修会 講師派遣（医師） 

・認知症医療ｾﾝﾀｰとして地域の認知症対策を包括的に支援 

【一般社団法人二戸医師会】 

〇かかりつけ医認知症対応力向上研修（9/4） 

「二戸地区認知症セミナー」の開催 

・講師：岩手県立一戸病院 理事 

      認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 小井田 潤一 氏 

 

 

【二戸薬剤師会】 

・認知症の相談や物忘れの相談時に、一戸病院認知症疾患医

療ｾﾝﾀｰの紹介を行う 

・二戸市健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙにて、「認知症」「物忘れ」に関する

資材の配布 

【二戸市】 

 ・認知症地域支援推進員の配置 

 ・認知症ｶﾌｪの開催 

 ・認知症初期集中支援ﾁｰﾑの設置 

 ・認知症を知り共に支える市民ｾﾐﾅｰの開催 

 ・認知症家族のつどい 

 ・ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄによる孫世代のための認知症講座開催 

 ・認知症ｹｱﾊﾟｽの周知・活用 

 ・認知症地域見守り支援員設置の検討 
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【軽米町】 

・認知症地域支援推進員・ﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（兼務）配置  

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑ１ﾁｰﾑ ﾁｰﾑ員会議 11 回開催 

・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰの活動促進 

（認知症ｶﾌｪ６回・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座５回、認知症ｻﾎﾟ

ｰﾀｰｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座１回 開催） 

・認知症家族介護者教室の開催（①摂食嚥下障害、②ACP） 

・認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ･ﾒｲﾄ交流会１回、広報発行１回 

・保健・介護・医療・福祉ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ（認知症ｹｱﾊﾟｽ）の更新 

・認知症本人のつどい 年 12回開催、 

・認知症ｹｱ普及啓発のためのｵﾚﾝｼﾞﾌｪｽﾀ開催 年１回 

・ﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞ１団体の立ち上げ支援実施 

【九戸村】 

・認知症地域支援推進員の設置 

・九戸地域診療ｾﾝﾀｰと多職種連携連絡票により、認知症の可

能性のある住民を早期に発見 

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑによる対応 

・ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪふくふく開催（隔月開催） 

・介護予防教室や地域ｻﾛﾝ等において認知症の早期発見、早期

治療の必要性を啓発 

・中学１年生を対象に「孫世代のための認知症講座」の実施 

 

 

 

【一戸町】 

○認知症地域支援推進員の活動支援（２名配置） 

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑ員会議の実施(11 回） 

・認知症講座 県立一戸病院 小井田医師(2 回、68 名） 

・認知症ｶﾌｪの毎月開催 (拠点型 12 回、巡回型 11 回延 125 人参加） 

・認知症高齢者等見守り声かけ訓練の実施(鳥海地区 62 名参加 ) 

・認知症ｹｱﾊﾟｽの普及活動を実施(9 回、延 234 人参加） 

・高齢者等お買い物ｻﾎﾟｰﾀｰ活動の実施(12 回、40 名利用) 

・いちのへｵﾚﾝｼﾞ月間 2024 の実施(一戸病院内認知症ｶﾌｪ、重

度認知症ﾃﾞｲｹｱ作品展など） 

・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座開催 (小学生、高校生、地区住民、企業等)  

○認知症家族支援事業 集いの場開催(8 回 延 30 人参加） 

【軽米町】 

・認知症地域支援推進員・ﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（兼務）配置  

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑ員会議開催 

・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰの活動促進 

（認知症ｶﾌｪ・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座等開催） 

・認知症家族介護者教室の開催（県立軽米病院と共催） 

・認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝ･ﾒｲﾄ交流・広報発行 

・認知症本人のつどい 

・認知症ｹｱ普及啓発のためのｵﾚﾝｼﾞﾌｪｽﾀ開催 

・ﾁｰﾑｵﾚﾝｼﾞの活動を後方支援 

 

 

【九戸村】 

・認知症地域支援推進員の設置 

・九戸地域診療ｾﾝﾀｰと多職種連携連絡票により、認知症の可

能性のある住民を早期に発見 

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑによる対応 

・ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪふくふく開催（隔月開催） 

・介護予防教室や地域ｻﾛﾝ等において認知症の早期発見、早

期治療の必要性を啓発 

・中学１年生を対象に「孫世代のための認知症講座」の実施 

・認知症ｾﾐﾅｰとして上映会を実施 

・民生委員・保健推進員・一般向けに認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座

を開催 

【一戸町】 

○認知症地域支援推進員の活動支援（２名配置） 

・認知症初期集中支援ﾁｰﾑ員会議の実施 

・認知症ｶﾌｪの毎月開催(拠点型、巡回型） 

・認知症高齢者等見守り声かけ訓練の実施 

・認知症ｹｱﾊﾟｽの普及活動を実施 

・高齢者等お買い物ｻﾎﾟｰﾀｰ活動の実施 

・いちのへｵﾚﾝｼﾞ月間 2025 の実施 

・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座開催 

○認知症家族支援事業  

 

（地域医療構想の達成に向けて） 

○ 圏域における病床機能の区分（高度急性期、急性期、

回復期及び慢性期）ごとの将来の病床必要数（必要病床

数）に基づき、医療機関等による協議や病院の自主的な

取組により、病床機能の分化と連携を進めていきます。 

○ 二戸圏域における在宅医療資源や介護資源の現状など

を踏まえ、追加的需要を考慮しながら、在宅医療等の体

制整備に取り組みます。 

○ 県立病院では、地域包括ケア病棟・病床の導入などに

より、急性期を経過した患者及び在宅療養を行っている

【二戸病院】 

・圏域診療情報共有ｼｽﾃﾑ(二戸、一戸、軽米病院)の円滑な運用 

・地域包括ｹｱ病棟（50 床）の運用 

【軽米病院】 

・地域の介護施設、盛岡県域及び八戸県域の病院を訪問し軽

米、二戸地域の患者さんの受け入れを進めている 

【一戸病院】 

・一般 36 床、包括 12 床、精神 147 床、感染症４床 計 199 床で運用  

・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ開設に向け準備中 

【二戸病院】 

・圏域診療情報共有ｼｽﾃﾑ(二戸、一戸、軽米病院)の円滑な運用  

・地域包括ｹｱ病棟（50 床）の運用 

【軽米病院】 

・地域の介護施設、盛岡圏域及び八戸圏域の病院を訪問し軽

米、二戸地域の患者さんの受け入れを進めている 

【一戸病院】 

・一般 32 床、包括 16 床(R7.10～)、精神 147 床、感染症４床 計 199 床で運用  

・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ開設 
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患者の受入や患者の在宅復帰支援等を進めていきます。 【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修の開催 

【二戸薬剤師会】 

・介護支援専門員協議会と連携し、在宅訪問経験薬剤師がｴﾘｱ

によって偏りがある実態について広域的対応策を協議 

・在宅訪問の幅を広げるため、化学療法患者受け入れ整備と

継続研修への参加を実施。また、ﾀｰﾐﾅﾙｹｱに対応するため、

麻薬取り扱いと無菌操作の調整を行った 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○感染管理研修の実施 

・講演：「感染対策におけるﾌｧｼﾘﾃｨｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」 

・講師：外舘善裕氏 

【二戸保健所】 

・二戸圏域地域医療連携会議及び二戸構想区域地域医療構想

調整会議の開催 

【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修の開催 

【二戸薬剤師会】 

・介護支援専門員協議会と連携して、自宅訪問に取り組む 

・化学療法研修会への参加と麻薬無菌調整の実施及び麻薬

譲渡の基礎の構築 

 

 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○感染管理研修の実施 

・講演：「感染管理」 

・講師：鈴木直子氏 

【二戸保健所】 

・二戸圏域地域医療連携会議及び二戸構想区域地域医療構

想調整会議の開催 

生活習慣病の予

防対策の推進 

（生活習慣病予防対策が求められている背景） 

○ 生活習慣病の死亡率は、高齢化の進展に伴い増加傾向で

す。一方、年齢調整死亡率などの指標は、減少傾向にあ

るものの、全国平均との比較では依然として高い状況に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＜肥満＞ 小中学校及び高等学校の肥満傾向の児童・生

徒の出現率は、ほとんどの調査対象学年で県平均を上回

っています。 

○ ＜喫煙＞ 管内の喫煙者の割合は、男女とも県平均を上

回っています。一方で妊婦については、県内で最も低い

喫煙率となっています。 

 

（生活習慣病対策全般） 

○ 「対策は予防に尽きる」ことから、定期健診・がん検

診受診率向上及び保健指導の推進など生活習慣病の発

生予防・重症化予防に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【軽米病院】 

・生活習慣病教室の開催（年 6 回） 

・小児健康教室「にこにこ教室」 

  ・・小学 4 年生対象（年 3校）、中学 1 年生対象（年 1 校） 

・高校生への生活習慣病予防講演・・年 11 校(二戸・久慈圏域)  

【一戸病院】 

・生活習慣病に関する治療管理 

【一般社団法人二戸医師会】 

〇高等学校 生活習慣病対策講演会の開催 

・講演：「体重管理と生活習慣病」 

・講師：岩手県立軽米病院 理事 横島 孝雄 氏 

〇肥満・低身長対策小委員会への参加 

【二戸薬剤師会】 

・二戸市と連携し、特定検診・がん検診受診率向上活動を実

施（ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ配布しての PR 実施） 

・11/9 開催の「減塩市民公開講座」において薬剤師会で座

長を担当。また、医薬品卸と協力して「減塩ﾌﾞｰｽ」の展示

を実施 

【二戸市】 

・7､9､11 月に特定健診を実施。受診率向上委員会を開催し、

受診勧奨方法等について検討 

・4,6,8 月に胃がん・大腸がん・腹部超音波検診を実施 

・7～12 月に乳がん・子宮がん検診を実施 

・市の広報、ｶｼｵﾍﾟｱ FM、電話、ﾊｶﾞｷ、ﾁﾗｼ、訪問等で受診勧奨

に加え、薬剤師会に協力をいただきながら薬局で受診勧奨 

 ・令和４年度実施した、二戸市内の企業（従業員 50 人以上）

に対しての、がん検診の実施状況のｱﾝｹｰﾄ調査もとに受診勧

奨を実施 

【軽米病院】 

・生活習慣病教室の開催（年 6 回） 

・小児健康教室「にこにこ教室」 

  ・・小学 4 年生対象（年 3 校）、中学 1 年生対象（年 1 校） 

・高校生への生活習慣病予防講演・・年 11 校(二戸・久慈圏域)  

【一戸病院】 

・生活習慣病に関する治療管理 

【一般社団法人二戸医師会】 

〇高等学校 生活習慣病対策講演会の開催 

・講演：「体重管理と生活習慣病」 

・講師：岩手県立軽米病院 理事 横島 孝雄 氏 

〇肥満・低身長対策小委員会への参加 

【二戸薬剤師会】 

・特定検診・がん検診受診率を向上させるため、服薬指導時

に必要な患者さんへ受診の重要性と予防の大切さを指導

していく 

・二戸市健康ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙにおいて減塩の PR を行うなど、減

塩活動に参画していく 

【二戸市】 

・特定健診及びがん検診の実施 

・特定健診及びがん検診の受診率向上のための取組の実施 
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圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

【軽米町】 

〇特定健診、各種がん検診の受診率向上 

・集団健診・個別健診・休日夜間健診の実施 

・特定健診とがん検診の同日実施 

・若年者健診対象者へ受診勧奨ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを送付 

・健診後の医療機関受診勧奨と受診状況把握 

〇精密検査の受診率向上 

・胃がん・大腸がん・肺がん検診の精査受診日の指定 

〇普及啓発 

・栄養ﾜﾝﾀﾞｰにて栄養と口腔に関する講話を実施（４会場） 

・町内小中学校で生活習慣病について講話を実施 

（にこにこ教室）  

・県立高校にて健全な食生活の実践に向けた講話及び調理実

習を実施 

・生活習慣病予防に関する講演会を実施（コホート研究より） 

・生活習慣病予防の食事について食育講座を実施 

・生涯にわたっての口腔保健 

【九戸村】 

〇特定健診、各種がん検診の受診率向上 

・各種健診及び検診の受診勧奨 

・広報誌や行政無線放送での呼びかけ 

・休日検診の実施 

・節目年齢で受診料無料のｸｰﾎﾟﾝを配布 

 

【一戸町】 

○特定健診・各種がん検診の実施 

・未受診者対策（未受診者調査・受診勧奨）の実施 

・要医療・要精密検査者の事後管理 

・若年健診の実施（19 歳から 39 歳の住民対象） 

○生活習慣病予防の知識の普及啓発（広報等の活用） 

・検診時、間食のとり方に関するﾘｰﾌﾚｯﾄ配布 

○運動習慣の定着化や健康増進意識の向上を目的とし、ｽﾏｰﾄﾌ

ｫﾝｱﾌﾟﾘを使用したｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ事業を実施 

【軽米町】 

〇特定健診、各種がん検診の受診率向上 

・集団健診・個別健診・休日夜間健診の実施 

・特定健診とがん検診の同日実施 

・若年者健診対象者へ受診勧奨ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ送付 

・まだら受診者への受診勧奨ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ送付 

・健診後の医療機関受診勧奨と受診状況把握 

〇精密検査の受診率向上 

・胃がん・大腸がん・肺がん検診の精査受診日の指定 

〇普及啓発 

・県立高校にて健全な食生活の実践に向けた講話及び調理

実習を実施 

・生活習慣病予防講演会実施予定 

・食育講演会実施予定 

・生涯にわたっての口腔保健 

 

 

【九戸村】 

〇特定健診、各種がん検診の受診率向上 

・各種健診及び検診の受診勧奨 

・広報誌や行政無線放送での呼びかけ 

・休日検診の実施 

・節目年齢で受診料無料のｸｰﾎﾟﾝを配布 

 

【一戸町】 

○特定健診・各種がん検診の実施 

・未受診者対策（未受診者調査・受診勧奨）の実施 

・要医療・要精密検査者の事後管理 

・若年健診の実施（19 歳から 39 歳の住民対象） 

○生活習慣病予防の知識の普及啓発（広報等の活用） 

・検診時、間食のとり方に関するﾘｰﾌﾚｯﾄ配布 

○運動習慣の定着化や健康増進意識の向上を目的とし、ｽﾏｰﾄ

ﾌｫﾝｱﾌﾟﾘを使用したｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ事業を実施 

（脳卒中・心血管疾患対策） 

○ ＜予防＞ 血圧の適正化のため、塩分の適量摂取につい

ては、地域の食に関わる企業、飲食店などとの連携によ

る一層の環境整備を進めます。また、住民への広報活動

や健康教室・健康相談などの一層の充実に努めます。 

○ ＜応急手当、病院前救護＞ 脳卒中の早期受診の必要性

など住民に対する啓発を積極的に行っていきます。また、

12 誘導心電図伝送システムやメディカルコントロール

体制の確保・充実を促進し、急性心筋梗塞や脳卒中の救

命率及び社会復帰率の向上に取り組みます。 

【軽米病院】 

・必要時、栄養指導を実施 

・軽米町と連携しての腎臓病教室 年１回 

【一戸病院】 

・圏域の急性期病院と連携を図りながら治療が必要な患者の

早期発見や再発予防などに取り組んでいる 

【一般社団法人二戸医師会】 

 ・ｾﾐﾅｰの開催、後援 

【二戸薬剤師会】 

・県薬剤師会開催研修会及び二戸医師会研修に参加 

・高血圧・心血管疾患患者中心に、服薬指導時において減塩

の重要性を指導 

【軽米病院】 

・必要時、栄養指導を実施 

・軽米町と連携しての腎臓病教室 年１回 

【一戸病院】 

・圏域の急性期病院と連携を図りながら治療が必要な患者

の早期発見や再発予防などに取り組んでいる 

【一般社団法人二戸医師会】 

 ・ｾﾐﾅｰの開催、後援 

【二戸薬剤師会】 

・県薬剤師会開催研修会及び二戸医師会研修会に参加 

・高血圧・心血管疾患患者へ、減塩の必要性を服薬指導時

に行っていく 
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圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

【二戸地区広域行政事務組合消防本部】 

○救急講習の開催による心肺蘇生法の普及 

・延べ 83 回の講習会を実施（受講者：1,694 名） 

○救急現場から二戸病院への 12 誘導心電図伝送(参考：H27から) 

 

【二戸市】 

・健診時に推定塩分摂取量を測定し、その結果をもとに生活

習慣の振り返りと高血圧の予防・改善に向けて栄養指導を実

施し、減塩の普及・啓発に努めた 

・生活習慣病の重症化を予防するために、年に１回健康診断

を受けるよう受診勧奨を実施 

・精密検査の対象になった際は、早期に病院受診するよう受

診勧奨を実施 

・妊娠届出時に塩分ﾁｪｯｸ試験紙を配布し、妊娠中期（25 週頃）

に塩分ﾁｪｯｸの結果を用いた食生活の指導を実施 

・毎月 19 日に健康ﾚｼﾋﾟを市内ｽｰﾊﾟｰや産直、病院、歯科医院、

薬局、施設へ配布。また、ﾚｼﾋﾟの動画も撮影し、SNS に投稿。 

・簡易尿中塩分測定器、塩分測定器を貸し出し、その結果に

ついての栄養相談を行った 

・児童・生徒や市民対象の減塩教室（講話、調理実習）を開催 

【軽米町】 

〇脳卒中・高血圧対策 

・健診結果にて血糖・血圧・脂質の有所見者に対し、生活習

慣病予防改善教室（全５回）を実施 

〇普及啓発 

・食生活改善推進協議会の協力で働き盛り世代のための生活

習慣病予防教室を実施。また、各地区やｲﾍﾞﾝﾄ等で野菜摂取

量測定を実施 

・各種健康教室にて適塩及び尿ﾅﾄｶﾘ比の普及啓発、野菜摂取

量増加に向けた講話を実施 

【九戸村】 

〇地区栄養教室 

・健康教育の実施 

・食生活改善推進員による減塩おにぎり作り体験 

 

〇特定健診 

・推定塩分摂取量測定検査の実施 

〇健診結果説明会 

・健診結果に基づく個別指導、健康教育の実施 

【一戸町】 

○地区健康教室 

・減塩、高血圧予防に関する健康教育 

○普及啓発事業 

・減塩食ﾚｼﾋﾟの作成・普及・試食提供（広報・ｲﾍﾞﾝﾄ等） 

・町内飲食店と共同で減塩の取組み、減塩に関するﾘｰﾌﾚｯﾄの配布  

・ﾍﾞｼﾞﾒｰﾀを使用した野菜摂取量ｱｯﾌﾟの取組み 

【二戸地区広域行政事務組合消防本部】 

○救急講習の普及継続 

・救命率、社会復帰率の向上に対する取り組み 

・関係機関との連携強化 

○救急現場からの 12 誘導心電図伝送 

【二戸市】 

・健診時に推定塩分摂取量を測定し、その結果をもとに生活

習慣の振り返りと高血圧の予防・改善に向けて栄養指導を

実施し、減塩の普及・啓発に努める 

・生活習慣病の重症化を予防するために、年に１回健康診断

を受けるよう受診勧奨を実施 

・精密検査の対象になった際は、早期に病院受診するよう受

診勧奨を実施 

・妊娠届出時に塩分ﾁｪｯｸ試験紙を配布し、妊娠中期（25 週

頃）に塩分ﾁｪｯｸの結果を用いた食生活の指導を実施 

・毎月 19 日に健康ﾚｼﾋﾟを市内ｽｰﾊﾟｰや産直、病院、歯科医院、薬

局、施設へ配布。また、ﾚｼﾋﾟの動画も撮影し、SNS に投稿。 

・簡易尿中塩分測定器、塩分測定器を貸し出し、その結果に

ついての栄養相談を行う 

・児童・生徒や市民対象の減塩教室（講話、調理実習）を開催。 

【軽米町】 

〇脳卒中・高血圧対策 

・健診結果にて血糖・血圧・脂質の有所見者に対し、生活習

慣病予防改善教室（全５回）を実施 

〇普及啓発 

・食生活改善推進協議会の協力で働き盛り世代のための生

活習慣病予防教室を実施。また、各地区やｲﾍﾞﾝﾄ等で野菜摂

取量測定を実施 

・各種健康教室にて適塩及び尿ﾅﾄｶﾘ比の普及啓発、野菜摂取

量増加に向けた講話を実施 

【九戸村】 

〇地区栄養教室 

・健康教育の実施 

・食生活改善推進員による低栄養予防の手軽なﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰ作

り体験 

〇特定健診 

・推定塩分摂取量測定検査の実施 

〇健診結果説明会 

・健診結果に基づく個別指導、健康教育の実施 

【一戸町】 

○地区健康教室 

・減塩、高血圧予防等に関する健康教育 

○普及啓発事業 

・減塩食ﾚｼﾋﾟの作成・普及・試食提供（広報・ｲﾍﾞﾝﾄ等） 

・減塩に関するﾘｰﾌﾚｯﾄの配布 

・ﾍﾞｼﾞﾒｰﾀを使用した野菜摂取量ｱｯﾌﾟの取組み 



圏域における取組等状況調書（様式２） 別添２ 

- 11 - 

 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

○特定健診 

・推定塩分摂取量測定検査の実施 

・血圧測定値高値者に対する保健指導の実施、血圧手帳の配布  

・若年健診（19 歳から 39 歳の住民対象）により肥満・血糖・

血圧等の有所見者に対する保健指導の実施 

【二戸保健所】 

○健康的な食事地域普及研修 

 ・食生活改善推進員を対象に健康的な食事（ｽﾏｰﾄ和食）の実

践ﾉｳﾊｳについて研修会を開催 

○健康経営の取組の推進 

 ・事業所への出前講座にて健康経営について講話 

○外食栄養成分表示登録店等推進事業 

 ・栄養成分表示拡大講習会の開催、新規登録の勧誘、既登録

店へのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

○「いわて減塩・適塩の日」促進事業 

 ・市町村健康まつり、ｽｰﾊﾟｰ等において減塩及び循環器病等

予防について普及啓発 

○カシオペア健康ニュースレターの発行 

 ・脳卒中をはじめとする生活習慣病予防について管内事業所

及び従業員を対象に情報提供 

○特定健診 

・推定塩分摂取量測定検査の実施 

・血圧測定値高値者に対する保健指導の実施、血圧手帳の配布  

・若年健診（19 歳から 39 歳の住民対象）により肥満・血糖・

血圧等の有所見者に対する保健指導の実施 

【二戸保健所】 

○健康的な食事地域普及研修 

 ・食生活改善推進員を対象に健康的な食事（ｽﾏｰﾄ和食）の

実践ﾉｳﾊｳについて研修会を開催 

○健康経営の取組の推進 

 ・事業所への出前講座にて健康経営について講話 

○外食栄養成分表示登録店等推進事業 

 ・栄養成分表示拡大講習会の開催、新規登録の勧誘、既登

録店へのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

○「いわて減塩・適塩の日」促進事業 

 ・市町村健康まつり、ｽｰﾊﾟｰ等において減塩及び循環器病等

予防について普及啓発 

○カシオペア健康ニュースレターの発行 

 ・脳卒中をはじめとする生活習慣病予防について管内事業

所及び従業員を対象に情報提供 

（糖尿病対策） 

○ ＜予防＞ 「健康いわて 21 プラン」（第 3 次）に基づき、若

年期から食生活や運動に留意した健康的な生活習慣の

定着、肥満防止等により糖尿病の予防を推進します。 

○ ＜早期発見・早期治療＞ 糖尿病は早期発見、早期治療

が重要であることから、今後も特定健診受診率及び特定

保健指導実施率の向上に向けた取組を推進します。 

○ ＜悪化・合併症防止＞ 糖尿病連携手帳を活用した自己管

理の徹底と情報の共有による医療連携に取り組みます。 

【軽米病院】 

・看護の日と世界糖尿病ﾃﾞｰの取り組みとして、生活習慣病予防

のための生活・食事についてのﾎﾟｽﾀｰを掲示し啓蒙活動を実施 

・外来待ち時間を活用し、日本糖尿病療養指導士、慢性疾患

看護専門看護師による面談を行い、併せて、ﾌｯﾄｹｱを実施し、

合併症の予防に取り組んでいる                           

・糖尿病合併症予防指導や糖尿病透析予防指導を実施。 

・糖尿病性腎症重症化予防の取り組みが、行政・医師会・医

療機関の連携により行われている。 

・岩手医大の教授を講師として講演会を実施。 

「糖尿病の外科治療」（11/25） 

講師）岩手医科大学外科学講座 教授 佐々木 章 先生 

・軽米病院糖尿病認定医を講師として講演会を実施 

「糖尿病とがんについて」（12/6） 

講師）軽米病院 理事 横島 孝雄 先生 

【一戸病院】 

・当該疾患の受診患者について指導･管理し、合併症の発症や

悪化に努めている。 

･ﾌｯﾄｹｱ研修会へ 3 名参加 

【一般社団法人二戸医師会】 

〇糖尿病性腎症疾病管理強化対策事業の実施（2/4） 

・講師：岩手医科大学医学部内科学講座 

     糖尿病・代謝・内分泌内科分野 教授 石垣 泰 氏 

〇セミナーの開催、後援 

 

 

【軽米病院】 

・看護の日と世界糖尿病ﾃﾞｰの取り組みとして、生活習慣病予防

のための生活・食事についてのﾎﾟｽﾀｰを掲示し啓蒙活動を実施 

・外来待ち時間を活用し日本糖尿病療養指導士、慢性疾患看

護専門看護師による面談を行ない、併せて、ﾌｯﾄｹｱを実施

し、合併症の予防に取り組んでいる 

・糖尿病合併症予防指導や糖尿病透析予防指導を実施。 

・糖尿病性腎症重症化予防の取り組みが、行政・医師会・医

療機関の連携により行われている。 

・岩手医大の教授を講師として講演会を実施。 

「おなかポッコリの解消から健康寿命を延ばそう」（11/21）  

講師）岩手医科大学糖尿病・代謝・内分泌内科分野 教授 石垣 泰 先生 

 

 

 

【一戸病院】 

・当該疾患の受診患者について指導･管理し、合併症の発

症や悪化に努めている。 

･ﾌｯﾄｹｱ研修会へ 2 名参加 

【一般社団法人二戸医師会】 

○糖尿病性腎症疾病管理対策事業の実施（12/16） 

・講師 岩手医科大学医学部内科学講座 

      腎・高血圧分野 教授 旭 浩一 先生 

○セミナーの開催・講演 

○糖尿病合併症チェック月間の設定 

○「カシオペア連邦糖尿病連携のてびき」改訂 
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【二戸薬剤師会】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ糖尿病性腎症重症化防止会議、研修会へ参加 

【二戸市】 

○糖尿病対策 

・生活習慣病の重症化を予防するためにも年に１回、健康診

断を受けるよう受診勧奨を実施 

・健康診断の結果から、血糖高値の者に対し、早期に病院受

診するよう訪問や電話にて受診勧奨を実施 

・生活習慣に関する指導が必要な者に対し、保健指導を実施 

・糖尿病をはじめとする生活習慣病予防について講演会及び教室を開催  

・診療所、市内ｸﾘﾆｯｸ患者への個別栄養指導を実施 

○肥満対策 

 ・保育施設や学校と連携した個別肥満指導を実施した。 

【軽米町】 

○肥満対策 

・保育施設や学校保健との連携による個別肥満指導 

・町内小中学校に親子料理ﾚｼﾋﾟ配布 

・町内保育園等の保護者に対し、食に関するｱﾝｹｰﾄ調査を実施 

・健康的な食習慣の普及（各種健康教育） 

○重症化防止 

・糖尿病性腎症重症化予防事業として、有所見者について医

療機関受診勧奨及び保健指導を実施したほか、糖尿病治療中

断者に治療再開を働きかけた。 

【九戸村】 

〇特定健診 

・健診実施による糖尿病の早期発見及び早期治療 

・精密検査対象者への訪問による早期受診勧奨実施 

〇健診結果説明会 

・健診結果に基づく個別指導、健康教育の実施 

〇ヘルシー生活教室 

・生活習慣病に関する健康教育及び調理実習、運動教室の実施 

【一戸町】 

○特定健診 

・糖尿病所見要医療者に対する受診勧奨の実施 

・糖尿病重症化予防事業の実施（受診勧奨・保健指導） 

・若年健診（19 歳から 39 歳の住民対象）により肥満・血糖・

血圧等の有所見者に対する保健指導の実施 

○健康教室の開催 

・生活習慣病・歯科に関する健康教育の実施 

○肥満対策 

 学校保健との連携 

 ・町内養護教諭との情報交換会の実施 

 ・児童の歯科・肥満・発達等の課題について情報交換の実施 

 ・児童及び保護者に対する個別指導の実施（小学校 2 校） 

 保育施設との連携 

・幼児の歯科・肥満・発達等の課題について情報交換の実施 

【二戸薬剤師会】 

・ｶｼｵﾍﾟｱ糖尿病性腎症重症化防止会議、研修会へ参加 

【二戸市】 

○糖尿病対策 

・健康診断の実施 

・健診結果から医療受診が必要な方に対する受診勧奨の実施 

・生活改善に関する保健指導の実施 

・講演会や教室の開催や個別指導を通して糖尿病に関する

知識の普及を図る 

・糖尿病予防教室を開催 

・診療所、市内ｸﾘﾆｯｸ患者への個別栄養指導を実施 

○肥満対策 

・保育施設や学校と連携した個別肥満指導を実施 

【軽米町】 

○肥満対策 

・保育施設や学校保健との連携による個別肥満指導 

・町内小中学校に親子料理ﾚｼﾋﾟ配布予定 

・健康的な食習慣の普及（各種健康教育） 

○重症化防止 

・糖尿病性腎症重症化予防事業として、有所見者について医

療機関受診勧奨及び保健指導を実施したほか、糖尿病治療

中断者に治療再開を働きかけた。 

 

【九戸村】 

〇特定健診 

・健診実施による糖尿病の早期発見及び早期治療 

・精密検査対象者への訪問による早期受診勧奨実施 

〇健診結果説明会 

・健診結果に基づく個別指導の実施、健康教育の実施 

〇ヘルシー生活教室 

・生活習慣病に関する健康教育及び調理実習、運動教室の実施  

【一戸町】 

○特定健診 

・糖尿病所見要医療者に対する受診勧奨の実施 

・糖尿病重症化予防事業の実施（受診勧奨・保健指導） 

・若年健診（19 歳から 39 歳の住民対象）により肥満・血糖・

血圧等の有所見者に対する保健指導の実施 

○健康教室の開催 

・生活習慣病・歯科に関する健康教育の実施 

○肥満対策 

 学校保健との連携 

 ・町内養護教諭との情報交換会の実施 

 ・児童の歯科・肥満・発達等の課題について情報交換の実施  

 ・児童及び保護者に対する個別指導の実施（小学校 2 校） 

 保育施設との連携 

・幼児の歯科・肥満・発達等の課題について情報交換の実施  



圏域における取組等状況調書（様式２） 別添２ 

- 13 - 

 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

【二戸保健所】 

○事業所出前講座 

 ・生活習慣病予防について管内事業所に出前講座を実施 

○カシオペア健康ニュースレターの発行 

 ・生活習慣病予防について管内事業所及び従業員を対象に情報提供 

【二戸保健所】 

○事業所出前講座 

 ・生活習慣病予防について管内事業所に出前講座を実施 

○カシオペア健康ニュースレターの発行 

 ・生活習慣病予防について管内事業所及び従業員を対象に情報提供 

（喫煙対策） 

○ 受動喫煙による健康被害を防止するため、多くの住民

が利用する市町村本庁舎等公共施設の禁煙化を進める

ことが重要です。また、未成年者や妊産婦等も利用する

飲食店、宿泊施設等の禁煙・分煙化を食品衛生協会やホ

テル旅館業組合等と協同で取り組みます。 

【軽米病院】 

・禁煙に係るﾎﾟｽﾀｰを掲示し啓蒙をしている 

【二戸市】 

・たばこの害についてﾎﾟｽﾀｰ等を掲示 

・禁煙指導の実施 

・敷地内全面禁煙の実施を継続 

 

【軽米町】 

・たばこの害についてﾎﾟｽﾀｰにて周知 

・妊婦と赤ちゃんの受動喫煙防止のため、母子健康手帳交付

時及び赤ちゃん訪問時に本人と可能な場合は家族指導実施 

・特定保健指導の際、喫煙者へ禁煙指導実施 

【九戸村】 

・役場本庁舎及び分庁舎の敷地内分煙、喫煙ﾏﾅｰの周知 

【一戸町】 

・受動喫煙防止のため、本庁舎、出先機関とも敷地内全面禁煙を継続  

・たばこの害についてﾎﾟｽﾀｰにて周知 

・特定健診会場で喫煙者に対して、ﾘｰﾌﾚｯﾄを用いて禁煙の呼

びかけの実施 

【二戸保健所】 

○施設管理者等の説明会 

・改正健康増進法及び飲食店での受動喫煙対策について周知 

○世界禁煙デーにおけるｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

・啓発ﾎﾟｽﾀｰやｶｼｵﾍﾟｱ健康ﾆｭｰｽﾚﾀｰにより周知 

【軽米病院】 

・禁煙に係るﾎﾟｽﾀｰを掲示し啓蒙をしている 

【二戸市】 

・たばこの害についてのﾎﾟｽﾀｰの掲示 

・受動喫煙に関するﾎﾟｽﾀｰの掲示 

・特定保健指導の際の禁煙指導の実施 

・敷地内全面禁煙の実施の継続 

【軽米町】 

・たばこの害についてﾎﾟｽﾀｰにて周知 

・ 妊婦と赤ちゃんの受動喫煙防止のため、母子健康手帳交付時

及び赤ちゃん訪問時に本人と可能な場合は家族指導実施 

・特定保健指導の際、喫煙者へ禁煙指導実施 

【九戸村】 

・役場本庁舎及び分庁舎の敷地内分煙、喫煙ﾏﾅｰの周知 

【一戸町】 

・受動喫煙防止のため、本庁舎、出先機関とも敷地内全面禁煙を継続  

・たばこの害についてﾎﾟｽﾀｰにて周知 

・特定健診会場で喫煙者に対して、ﾘｰﾌﾚｯﾄを用いて禁煙の呼

びかけの実施 

【二戸保健所】 

○施設管理者等の説明会 

・改正健康増進法及び飲食店での受動喫煙対策について周知  

○世界禁煙デーにおけるｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

・啓発ﾎﾟｽﾀｰやｶｼｵﾍﾟｱ健康ﾆｭｰｽﾚﾀｰにより周知 

新興感染症等へ

の対応 

（新興感染症等への対応に取組む背景） 

○ 県の感染症予防計画の方針を踏まえ、新興感染症の発

生・まん延時における医療体制の整備を図る必要があり

ます。 

○ 新型コロナウイルス感染症対応の教訓を踏まえ、平時か

ら地域における役割分担を踏まえた感染症医療及び通常

医療の提供体制の整備を図る必要があります。 

（体制の整備） 

○ 新興感染症の感染拡大時の医療体制を確保するため、

研修・訓練の実施や地域連絡会議等の開催を通じ、発生

時の危機管理体制の強化を図ります。 

【軽米病院】 

・二戸病院主催の感染防止対策地域連携会議及び新興感染症

対応訓練に出席し、新興感染症への感染対策を図っている 

【一戸病院】 

・院内感染防止対策研修会（年２回）実施 

・感染防止対策地域連携ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、新興感染症対策訓練への参加  

【一般社団法人二戸医師会】 

・院内感染対策連携会議及び新興感染症訓練への参加 

・研修会への参加 

【二戸市】 

〇庁内連携等による体制構築を継続 

 

 

【軽米病院】 

・二戸病院主催の感染防止対策地域連携会議及び院内にお

いて標準予防策の再度徹底のための訓練を実施している 

【一戸病院】 

・院内感染防止対策研修会（年２回）実施 

・感染防止対策地域連携ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、新興感染症対策訓練への参加  

【一般社団法人二戸医師会】 

・院内感染対策連携会議及び新興感染症訓練への参加 

・研修会への参加 

【二戸市】 

〇研修会への参加、庁内連携等による体制構築の継続 

〇市新型インフルエンザ等対策行動計画を改定し、新興感染

症当への対応強化に向けて取組む 



圏域における取組等状況調書（様式２） 別添２ 

- 14 - 

 

圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

【九戸村】 

・研修会・会議等への参加 

・庁内会議による緊急時の体制構築 

 

 

【二戸保健所】 

○感染症予防対策研修会 

・感染症の集団発生リスクの高い高齢者施設、教育・保育施

設等の職員を対象に感染症の基礎知識や発生時の対応等に

ついて研修会を開催 

○新興感染症等対応訓練 

・新興感染症発生時の対応について、関係機関による対応訓

練を実施 

【九戸村】 

・研修会・会議等への参加 

・庁内会議による緊急時の体制構築 

【一戸町】 

・新型インフルエンザ等対策行動計画変更作業着手 

【二戸保健所】 

○感染症予防対策研修会 

・感染症の集団発生リスクの高い高齢者施設、教育・保育施

設等の職員を対象に感染症の基礎知識や発生時の対応等

について研修会を開催 

○新興感染症等対応訓練 

・新興感染症発生時の対応について、関係機関による対応訓

練を実施 

医師等医療従事

者や介護従事者

の確保による医

療・介護体制の充

実 

（医師等医療従事者や介護従事者不足の背景） 

○ 二戸圏域の医療機関に勤務する医師数は、119.3 人（R２

(2020)、人口 10 万対 234.8）と県平均を下回っており医

師の確保が重要な課題となっています。 

○ 診療科別では、常勤医の少ない診療科及び常勤医のいな

い診療科があるなど、地域完結型医療を推進する上での

課題となっています。 

○ 看護職員は、看護師数 409.6 人（同 806.2）で９圏域中

４位、准看護師数 63.1 人（同 124.2）で９圏域中８位と

なっています。 

○ 今後、介護サービスの需要が増大し、介護支援専門員な

どの介護職員が不足することが見込まれることから、介

護従事者の確保が必要となっています。 

（在宅医療の推進） 

○ 圏域では、訪問診療や往診を実施している医療機関があ

りますが、在宅療養支援診療所がない状況であり、マン

パワー不足や 24 時間対応の困難さなどの課題がありま

す。 

（周産期医療の充実） 

○ 産科医、小児科医の不足や地域偏在など県北地域の周産

期医療を取り巻く厳しい環境に対応するため、周産期医

療機関の機能分担と連携を一層進め、妊娠のリスクに応

じた適切な周産期医療を提供する必要があります。 

（回復期機能を有する病棟の確保及びリハビリテーション

の充実） 

○ 圏域には、脳血管疾患、大腿骨頚部骨折等の患者に対し

て、医療や介護サービス等との連携のもとで様々なリハ

ビリテーションが提供されていますが、リハビリテーシ

ョンを集中的に行うための回復期リハビリテーション病

棟がない状況です。 

 

 

 

（医師等医療従事者確保の推進） 

○ 今後、「地域枠」で医学部に入った学生が、医師とし

て県内で従事することから、医師不足地域に確実に配置

されるよう県・医療局・大学等に対し地域一体となって

働きかけていきます。 

○ 将来的に二戸地域を希望する医師を育てるため、臨床

研修病院である県立二戸病院を中心に、研修協力病院や

研修協力施設とともに臨床研修体制を充実することに

より、地域と一体となった医師確保体制を構築します。 

○ 医師による中学校に出向いての講座や病院における医

療現場体験や看護体験を実施します。 

○ 医療従事者の負担を軽減し、住民も医療の担い手であ

るという認識のもと、地域医療を支える住民参加の取組

を推進し、医師をはじめとする医療従事者を守り育てる

意識を高めます。 

【二戸病院】 

・初期臨床研修医の受け入れ及び育成（2 年次 3 名、1 年次 2 名）  

・ふれあい看護体験の実施（５月） 

・病院祭での就業体験実施（８月） 

・医療職養成施設として各分野での受け入れ 

【軽米病院】 

・岩手医大生 1 学年「地域医療体験学習」の受入 2 名 

・岩手医大生 3 学年「地域医療研修」の受入 3 名  

・岩手医大生 5 学年「地域医療臨床実習」の受入 8 名  

・臨床研修病院（協力型）として、初期の地域医療分野の臨

床研修医を受入 二戸病院 3名  

・看護学生の職場実習の受入 岩手県立大学 3 名 二戸高看 36 名 

・臨床実習受入 岩手リハビリテーション学院 1 名 

・医療現場体験の開催 軽米中学校 4 名、軽米高校 1 名 

【一戸病院】 

○看護 

・５月 ふれあい看護体験 参加者 3 名 

・５月 看護の日ｲﾍﾞﾝﾄ 参加者 17 名 

・７月 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受け入れ 1 名 

・10 月 一戸中学校への出前授業 看護師 1 名出席 

・看護学生の受け入れ（県立大学、二戸高看、東北福祉看護学校） 

○リハビリ 

・７月 県内専門学校学生 1名実習受け入れ 

・１月 県外短大学生１名実習受け入れ予定 

○栄養管理 

・大学生実習 1 名受け入れ 

 

○公認心理師 

・12 月 2 名実習生受け入れ ・１月 １名実習生受け入れ 

○多職種 

・11 月 高校生の職場体験の受け入れ（職種：薬剤部門、ﾘﾊ

ﾋﾞﾘ部門、栄養管理部門、放射線部門）４名 

【二戸病院】 

・初期臨床研修医の受け入れ及び育成（2 年次 2 名、1 年次 2 名）  

・ふれあい看護体験の実施（５月） 

・病院祭での就業体験実施（８月） 

・医療職養成施設として各分野での受け入れ 

【軽米病院】 

・岩手医大生 1 学年「地域医療体験学習」の受入 2 名 

・岩手医大生 3 学年「地域医療研修」の受入 2 名  

・岩手医大生 5 学年「地域医療臨床実習」の受入 3 名  

・臨床研修病院（協力型）として、初期の地域医療分野の臨

床研修医を受入 二戸病院 2名  

・看護学生の職場実習の受入 岩手県立大学 3 名 二戸高看 36 名 

・臨床実習受入 岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 1 名 

・医療現場体験の開催 軽米中学校 4 名  

【一戸病院】 

○看護 

・5 月 ふれあい看護体験 参加者 5 名 

・5 月 看護の日ｲﾍﾞﾝﾄ 参加者 26 名 

・７～9 月 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受け入れ 5 名 

・10 月 一戸中学校への出前授業 看護師 1 名出席 

・看護学生の受け入れ（県立大学、二戸高看、東北福祉看護学校） 

○公認心理師 

・11 月 2 名実習生受け入れ 

・12 月 2 名実習生受け入れ 

○多職種 

・10 月 中学生の職場体験の受け入れ（職種：薬剤部門、ﾘ

ﾊﾋﾞﾘ部門、栄養管理部門、放射線部門）５名 

・11 月 高校生の職場体験の受け入れ（職種：薬剤部門、ﾘ

ﾊﾋﾞﾘ部門、栄養管理部門、放射線部門）１名 
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【二戸薬剤師会】 

・県立福岡高校進学状況の確認、生徒への支援を行う 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○看護の日のｲﾍﾞﾝﾄとして、各県立病院、二戸訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

にて「ふれあい看護体験」を中高生を対象に実施 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

・市町村医師養成事業負担金（岩手県国保連）の拠出を通じ

て奨学金養成医師育成を図った 

【軽米町】 

・岩手県国保連への養成医師配置の要望を県立軽米病院の実

態を確認し提出 

・町村要望に於いて、地域医療の確保として、県立軽米病院

と、当町の精神保健事業に協力いただいている県立一戸病院

精神科の医師確保と医療体制の充実強化について要望 

【一戸町】 

・外国人医学奨学生：医師国家資格合格初期研修２年目 

【二戸保健所】 

〇中学校出前講座の開催 

・金田一中学校（6/27） 

・軽米中学校（11/29） で実施 

〇中学生医療現場見学の実施 

・夏休み期間中（8/8）に二戸病院で実施 

○岩手医大生 1 学年「地域保健介護福祉見学研修」の受入 6 名 

【二戸薬剤師会】 

・県立福岡高校進学状況の確認、生徒への支援を行う 

【岩手県看護協会二戸支部】 

○看護の日のｲﾍﾞﾝﾄとして、各県立病院、二戸訪問看護ｽﾃｰｼｮ

ﾝにて「ふれあい看護体験」を中高生を対象に実施 

【二戸市、軽米町、九戸村、一戸町（管内市町村共通）】 

・市町村医師養成事業負担金（岩手県国保連）の拠出を通じ

て奨学金養成医師育成を図った 

【軽米町】 

・岩手県国保連への養成医師配置の要望を県立軽米病院の

実態を確認し提出 

・町村要望に於いて、地域医療の確保として、県立軽米病院

と、当町の精神保健事業に協力いただいている県立一戸病

院精神科の医師確保と医療体制の充実強化について要望 

【一戸町】 

・外国人医学奨学生：後期研修１年目 

【二戸保健所】 

〇中学校出前講座の開催 

・軽米中学校（6/19） 

・金田一中学校（7/15） で実施 

〇中学生医療現場見学の実施 

・夏休み期間中（8/7）に二戸病院で実施 

○岩手医大生 1 学年「地域保健介護福祉見学研修」の受入 7 名  

（在宅医療の推進） 

○ 訪問診療、訪問看護、訪問歯科診療などの在宅療養者

や家族のニーズに対応した在宅医療体制を確保するた

めに、医療と介護との連携体制の強化や人材の育成など

に取り組みます。 

 

 

【軽米病院】 

・訪問診療を月４回実施 

・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ(2 ヶ所)との連携 

【一戸病院】 

○在宅医療科で訪問診療、訪問看護を実施しており、次年度訪

問看護ｽﾃｰｼｮﾝ開設に向け準備を進めた 

・訪問診療 325 件（一般科 128 件 精神科 197 件） 

・訪問看護 9,097 件（一般科 3,472 件 精神科 5,079 件） 

・一戸町在宅医療推進会議、ｾﾐﾅｰへ多職種出席 

【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修の実施 

【二戸薬剤師会】 

・介護支援専門員協議会など、多職種の会議へ積極的に参画 

【岩手県看護協会二戸支部】 

・訪問看護総合支援事業として、訪問看護に興味のある看護

師(潜在看護師)等の就職促進、医療機関等に勤務する看護師

の退院支援、在宅療養支援の能力向上を目的とした「訪問看

護ｽﾃｰｼｮﾝにおける体験型研修」を実施 

 

【軽米病院】 

・訪問診療を月４回実施 

・訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ(2 ヶ所)との連携 

【一戸病院】 

○訪問診療・在宅看取りの実施、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ開設 

・訪問診療 164 件（一般科 48件 精神科 116 件） 11 月現在 

・訪問看護 5,467（一般科 1,855 件 精神科 3,209 件） 

・一戸町在宅医療推進会議、ｾﾐﾅｰへ多職種出席 

 

【一般社団法人二戸医師会】 

・在宅医療人材育成研修の実施 

【二戸薬剤師会】 

・介護支援専門員協議会など、多職種の会議へ積極的に参画 

【岩手県看護協会二戸支部】 

・訪問看護総合支援事業として、訪問看護に興味のある看護

師(潜在看護師)等の就職促進、医療機関等に勤務する看護

師の退院支援、在宅療養支援の能力向上を目的とした「訪

問看護ｽﾃｰｼｮﾝにおける体験型研修」を開催 
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【二戸市】 

○訪問歯科診療 

・福祉施設担当者会議にて周知活動を行った 

・在宅介護されている方の歯科口腔相談及び訪問実施 

・通所介護事業所と歯科衛生士による歯科保健事業について

の事業報告及び各施設同士の情報共有を実施 

【軽米町】 

・保健医療福祉連絡会の開催 年６回（偶数月） 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の研修会等に参加 

・多職種連携研修会の開催  

・地域ｹｱ個別会議の開催 年６回（奇数月） 

・地域包括ｹｱ推進協議会 年１回 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会（包括支援部会）等の活動 

・保健医療福祉連絡会や研修会を通じ、医療と介護との連携

体制の強化につながっているため今後も連携を強化していく 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET に関する周知 

 

 

 

 

【九戸村】 

・地域ｹｱ会議に九戸地域診療ｾﾝﾀｰや二戸訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝから

同席頂き連携強化を図る。ｶｼｵﾍﾟｱ NET 構築への参画。 

【一戸町】 

・一戸町在宅医療推進会議や研修会の開催(５回） 

・住民向けｾﾐﾅｰ開催「地域のｻﾎﾟｰﾄを知ろう！介護と医療」（87 名

参加） 

・ｶｼｵﾍﾟｱＮＥＴ検討委員会研修会への参加 

・一戸町地域包括ｹｱ会議の実施(12 回） 

・歯科衛生士による口腔衛生指導の実施：実績は無かった

が、介護支援専門員への助言などを行った 

【二戸市】 

○訪問歯科診療 

・在宅介護されている方の歯科口腔相談及び訪問の実施 

・通所介護事業所と歯科保健事業について、情報共有の実施  

 

 

【軽米町】 

・保健医療福祉連絡会の開催 年６回（偶数月） 

・ｶｼｵﾍﾟｱ医療介護支援ｾﾝﾀｰ主催の研修会等への参加 

・多職種連携研修会の開催 

・地域ｹｱ個別会議の開催 年６回（奇数月） 

・地域包括ｹｱ推進協議会 年１回 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会（包括支援部会）等の活動 

・保健医療福祉連絡会や個別ｹｱ会議、研修会を通じ、医療と

介護との連携体制の強化につながっている。今年度は自立

支援型ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに着目し個別ｹｱ会議を開催。また、今年度

新たに歯科医師からの助言を求めるため、構成員を改め今

後も連携を強化していく。 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET に関する情報共有の場を設け、今後の町の介護

医療連携の更なる強化を目指す。 

【九戸村】 

・地域ｹｱ会議に九戸地域診療ｾﾝﾀｰや二戸訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝか

ら同席頂き連携強化を図る。ｶｼｵﾍﾟｱ NET 構築への参画。 

【一戸町】 

・一戸町在宅医療推進事務局会議や研修会の開催（４回） 

・住民向けｾﾐﾅｰ開催「高齢者住まい看取り研修」。内容として

VR を使用した「救急医療における心肺蘇生」「生きとし生けるもの」

を視聴しながら看取りについて考えた。（70 名参加） 

・ｶｼｵﾍﾟｱ NET 検討委員会研修会への参加 

・一戸町地域包括ｹｱ会議の実施(12 回） 

・歯科衛生士による口腔衛生指導を実施 

（周産期医療の充実） 

○ 妊産婦が安心して出産に臨めるよう岩手県周産期医療

情報ネットワークシステム「いーはとーぶ」の活用によ

り、妊産婦の状況に応じた適切な医療の提供及び支援に

取り組みます。 

○ 全国的に産科医師が不足していることを踏まえ、地域

で安心して出産できるよう妊婦の交通費や宿泊費を行

政が支援する、産前・産後ケア事業に取り組むなど、地

域全体で妊産婦を支える取組を進めます。 

 

【一般社団法人二戸医師会】 

・岩手県北周産期研究会開催への協力 

・産後ｹｱ事業への協力 

【二戸市】 

・こども家庭ｾﾝﾀｰを設置し、母子保健と児童福祉の連携によ

る相談や必要な支援を一体的に行い、相談支援体制の充実を

図った 

・妊娠期からの相談体制を強化するため、妊娠届出時には母

子健康手帳交付及び全数面談を行い、妊娠時より伴走型相談

支援及び出産・子育て応援給付を実施し、切れ目のない支援

に努めた 

・妊娠届出時に母子健康手帳交付及び全数面談(88 人)を行

い、伴走型相談支援(延べ 258人)及び出産・子育て応援給付

(183 人)を実施 

【一般社団法人二戸医師会】 

・岩手県北周産期研究会開催への協力 

・産後ｹｱ事業への協力 

【二戸市】 

 ・こども家庭ｾﾝﾀｰにおいて、母子保健と児童福祉の連携によ

る相談や必要な支援を一体的に行い、相談支援体制の充実

を図る 

 ・妊娠期からの相談体制を強化するため、妊娠届出時には母

子健康手帳交付及び全数面談を行い、妊娠時より伴走型相

談支援及び出産・子育て応援給付を実施し、切れ目のない

支援に努める 

 ・既存の産前産後ｻﾎﾟｰﾄ事業に加え、新規に産後ｹｱ事業（ﾃﾞ

ｲｻｰﾋﾞｽ型）を実施し、産後うつの予防や育児不安の軽減、

地域からの孤立の予防に努める 
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圏域の重点取組 現状及び課題 課題への対応のために想定される取組 Ｒ６年度における取組実績 Ｒ７年度における取組状況及び予定 

・産前産後ｻﾎﾟｰﾄ事業(延べ 526 人)、産後ｹｱ事業(延べ 21 人)

を実施し、産後うつの予防や育児不安の軽減、地域からの孤

立の予防に努めた 

・妊産婦乳児健康診査(延べ、妊婦 1,001 人・産婦 173 人・乳

児 251 人)、新生児聴覚検査費用助成(91 人)、妊産婦健康診

査交通費助成(延べ 10 件)を実施 

・関係機関や医療機関との連絡調整、子育て関連機関とのﾌｫ

ﾛｰ会議を実施し情報共有を図り、個別支援を実施 

【軽米町】 

・子育て世代包括支援センター「めごかる」の運営 

・妊婦訪問、養育訪問、こんにちは赤ちゃん訪問の実施 

・ベビーマッサージ、沐浴指導等の両親支援 

・妊産婦・乳児健康診査、新生児聴覚検査費用助成の実施 

・妊娠出産応援用品の贈呈 

・妊産婦健診交通費助成 

・特別な医療を有する新生児の家族への面会交通費助成 

・１歳未満児へのオムツ費用助成 

・産後ケア事業の実施 

・かるまい子育て応援ｱﾌﾟﾘ「めごかる」を活用した情報発信 

・各関係医療機関との岩手県周産期医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸ「いーは

とーぶ」及び電話等でのﾊｲﾘｽｸや要支援妊産婦の情報共有や

連携の強化 

 

 

【九戸村】 

・妊産婦健康診査等交通費助成事業の実施 

・出産費用助成事業の実施 

・多胎妊娠の妊婦健康診査費助成金交付事業の実施 

・九戸村妊娠判定受診費用助成の実施 

・産後ケア事業の実施（アウトリーチ型） 

 

【一戸町】 

○「いーはとーぶ」の活用 

妊婦健診や出産状況を確認し、家庭訪問時期の検討や対象

者へのｱﾌﾟﾛｰﾁに活用 

○中学校思春期講座の開催 

奥中山中学校の生徒に対して思春期講座を実施 

○一戸町妊産婦健康診査交通費助成 

一戸町内に住所を有する妊産婦に対し、妊産婦健康診査に係わる交通費用を助成 

○一戸町産後ケア事業の実施 

育児不安が強く保健指導を必要とする産婦に対してｱｳﾄﾘｰ

ﾁによるｻｰﾋﾞｽを実施。乳房ﾄﾗﾌﾞﾙ等必要時は待ち時間なく即

時対応 

 ・妊産婦乳児健康診査・新生児聴覚検査・妊産婦健康診査交

通費・新生児拡大ﾏｽｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査・生殖補助医療費の費用

助成を実施 

 ・関係機関や医療機関との連絡調整、子育て関連機関とのﾌ

ｫﾛｰ会議を実施し情報共有を図り、個別支援を実施 

 

 

 

【軽米町】 

・子育て世代包括支援センター「めごかる」の運営 

・妊婦訪問、養育訪問、こんにちは赤ちゃん訪問の実施 

・ベビーマッサージ、沐浴指導などの両親支援 

・妊産婦・乳児健康診査、新生児聴覚検査費用助成の実施 

・妊娠出産応援用品の贈呈 

・妊産婦健診交通費助成 

・特別な医療を有する新生児の家族への面会交通費助成 

・１歳未満児へのオムツ費用助成 

・産後ケア事業の実施 

・生殖補助医療費助成 

・特別の理由による予防接種の再接種事業 

・かるまい子育て応援ｱﾌﾟﾘ「めごかる」を活用した情報発信  

・各関係医療機関との岩手県周産期医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸ「いー

はとーぶ」及び電話等でのﾊｲﾘｽｸや要支援妊産婦の情報共

有や連携の強化 

【九戸村】 

・妊産婦健康診査等交通費助成事業の実施 

・出産費用助成事業の実施 

・多胎妊娠の妊婦健康診査費助成金交付事業の実施 

・九戸村妊娠判定受診費用助成の実施 

・産後ケア事業の実施（アウトリーチ型） 

・新生児拡大マススクリーニング検査費用助成の実施 

【一戸町】 

○「いーはとーぶ」の活用 

令和 8 年度末でｼｽﾃﾑが終了する旨の連絡を受けた後、各

医療機関での入力が行われなくなったため、代替えの方法

で妊婦健診や出産状況を確認し、家庭訪問時期の検討や対

象者へのアプローチを検討 

○中学校思春期講座の開催 

奥中山中学校の生徒に対して思春期講座を実施 

○一戸町妊産婦健康診査交通費助成 

一戸町内に住所を有する妊産婦に対し、妊産婦健康診査

に係わる交通費用を助成 

○一戸町産後ケア事業の実施 

育児不安が強く保健指導を必要とする産婦に対してｱｳﾄﾘ

ｰﾁによるｻｰﾋﾞｽを実施。乳房ﾄﾗﾌﾞﾙ等必要時は待ち時間なく

即時対応 
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（回復期機能を有する病棟の必要性及びリハビリテーションの充実） 

○ 急性期から回復期、維持期への円滑な移行を図るため、

回復期リハビリテーション病棟や地域包括ケア病棟な

ど回復期機能を有する病棟の必要性を協議するととも

に、病期に応じたリハビリテーションが実施できるよう

医療従事者の確保と資質向上に努め、地域の状況に応じ

た医療・介護連携及び多職種連携の体制構築を図りま

す。 

【二戸病院】 

・急性期から回復期までを支える病院づくり 

・地域包括ｹｱ病棟（50 床）の運用 

【軽米病院】 

・回復期機能を有する地域包括ｹｱ病床の健全な運営の継続 

【一戸病院】 

・地域包括ｹｱ病床（12 床）運用 

【二戸病院】 

・急性期から回復期までを支える病院づくり 

・地域包括ｹｱ病棟（50 床）の運用 

【軽米病院】 

・回復期機能を有する地域包括ｹｱ病床の健全な運営の継続 

【一戸病院】 

・令和 7 年 10 月より地域包括ｹｱ病床（16 床）運用 

（介護従事者の確保支援） 

○ 介護職員処遇改善加算の取得促進の働きかけや、市町

村が、介護支援専門員などの介護専門職の資格取得の支

援について検討するなど、介護人材を地域全体で確保す

る取組を進めます。 

【軽米町】 

・介護支援専門員資格取得等助成金の周知を行った 

【九戸村】 

・中学校において介護福祉職についての PR 活動を実施 

 

 

【一戸町】 

・一戸町介護職員等確保対策協議会において、県内専門学校

等へ町内事業所を紹介した(北日本医療福祉専門学校、盛岡

医療福祉スポーツ専門学校、県立大学） 

・町内小中学校に対し、介護・福祉職の PR 活動実施。 

  町内小学校 ４校６回、北桜高校２回 

 

【軽米町】 

・介護支援専門員資格取得等助成金の周知を引き続き行う 

【九戸村】 

・中学校において介護福祉職についての PR 活動を実施 

・県立伊保内高校のカリキュラム内において、希望者に介護

福祉職の PR やキャップハンディ体験を実施 

【一戸町】 

・一戸町介護職員等確保対策協議会において、県内専門学校

等へ町内事業所を紹介する 

・町内小中学校に対し、介護・福祉職の PR 活動実施する 

 


